
（別紙４）

～ 令和8年　2月　14日

（対象者数） 2 （回答者数） 0

～ 令和8年　2月　14日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年　2月　14日

（対象数） 2 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用者の目標に応じた活動や支援を園と共有し、利用
者の成長、保護者のニーズにつなげていく。

2
より積極的に園での活動に関われるように、園との話
し合いを重ねる

3
別室やパーテーションを設け、集中できる環境を作る
等、環境作りをより整えられるよう園にも働きかけ
る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
サービス担当者会議などを利用し、先方や保護者と活動内容
の調整を行っていきたい。

2

3

○事業所名 GreenFeel上本町

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　21日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年　1月　21日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所の環境、方針等とすり合わせをすることに時間を要する
場合がある。

お互いの予定があわず意見交換を行う回数が少なくなってし
まっているように思う。

療育での経験を活かし、個々に合わせた指導ができる。
園や保護者からニーズや課題の聞き取りを都度行い適切
な指導が出来るように取り組んでいる。

園や事業所での活動の様子をお互いに知ることができ、
認識のすり合わせができる。

モニタリングなどで園での様子などを聞き、情報のアッ
プデートを都度行っている。

個々の特性や状態に合わせ、小集団もしくは個別支援の
対応ができる。

お困りごとの内容などを調査し、それに対して事業所で
の実施状況などをお伝えしている。

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


